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資料５．空中写真・地形図及び���整備状況 

 

５－１ 空中写真整備状況 

 空中写真整備状況を把握するため施設陸運省測量局において、空中写真整備状況を調査した。

整備状況の詳細は表５－１に示すとおりである。#

             表５－１ 空中写真撮影状況 

撮影年月 撮影縮尺 標定図 備  考 

1992年12月 
 

1/15,000 
 

有 
 

 ・空中写真、ネガ有り 

 ・収集資料リスト23参照 

1997年１月 
 

1/20,000 
 

有 
 

 ・空中写真、ネガ有り 

 ・収集資料リスト24参照 

 
 施設陸運省測量局では、表５－１に示すように1992年及び1997年に撮影された空中写真が確

認された。 

 1992年12月に撮影された空中写真の撮影縮尺は1/15,000であり、測量局において空中写真及

びネガティブフィルムを保管している。また、空中写真は本プロジェクトの対象地域（約200��2）

をカバーして撮影されている。 

 1997年１月に撮影された空中写真の撮影縮尺は1/20,000であり、1992年の空中写真と同様に

測量局において、空中写真及びネガティブフィルムを保管している。また、この空中写真につ

いても本プロジェクトの対象地域（約200��2）をカバーして撮影されている。 

 特に1997年12月に撮影された空中写真の著作権については、��*G�('*37で確認したところ

セネガル国が有するとのことなので、我々日本側が本プロジェクトの中で活用する上では特に

問題は生じない。 

 また、空中写真撮影及び図化作業に使用した基準点測量の結果及び空中三角測量の結果につ

いても資料を収集した。これらについては、収集資料リスト33、34に示すとおりである。本プ

ロジェクトにおいてもこれらの資料を活用することになるであろう。 

 

５－２ 地形図整備状況 

 地形図整備状況の把握にあたっては、空中写真と同様に施設陸運省測量局において、既存の

地形図に関する整備状況を調査した。入手した地形図に関する情報は表５－２に示すとおりで

ある。 

 この表に着目すると、小縮尺（1/10,000、1/50,000等）の地形図は、比較的新しい年代（1993

年、1997年）に作成されている。作成範囲については、1/10,000の地形図は、ダカール市のみ
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であるが、他の1/10,000（クロッキー）及び1/50,000は本プロジェクト範囲を十分にカバーし

ている。しかし、���を構築する際のベースマップには、様々なデータの管理や解析を行うため

に小縮尺の地形図は不向きである。 

 したがって、これらの小縮尺の既存地形図は本プロジェクトでは活用できない。 

 一方、大縮尺（1/2,000 1/5,000等）の地形図は、古い年代（1981年）に作成されている。作

成範囲については、ダカール市の一部を除いて本プロジェクト範囲をカバーしている。���構築

には、このような大縮尺の地形図を使用すること望ましいが、作成年が古いためこのままの状

態の地形図を活用することができない。 

 したがって、本プロジェクトでは、土地利用が著しく変化している地域については、1997年

撮影された空中写真より新規に 1/5,000の地形図を作成し、比較的、土地利用の変化が少ない

地域については、既存の 1/5,000地形図の修正により作成することが効率的な���のためのベー

スマップ作成方法である。 

表５－２ 地形図整備状況 

縮尺 作成年 面積（��2） 図郭割図 備 考 

1/1,000  
  

1981年 
 

19 
 

有 
 

 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト25参照 

1/2,000  
  
  

1981年 
 
 

171 
 
 

有 
 
 

 ・1/5,000を拡大して作成 
 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト26参照 

1/2,000  
  
  
  
  
  
  
  

1995年 
 
 
 
 
 
 
 

70 
 
 
 
 
 
 
 

有 
 
 
 
 
 
 
 

 ・デジタルデータ有り 
 ・1992年撮影（1/15,000）を図化し 
  て作成 
 ・�'��-�において作成 
 ・サンプル図有り 
 ・デジタルデータ一部入手 
 ・データ形式は�N�ファイル 
 ・収集資料リスト27参照 

1/5,000  
  

1981年 
 

210 
 

有 
 

 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト28参照 

1/10,000  
  
  

1997年 
 
 

30 
 
 

無 
 
 

 ・1997年に"
#%��している 
 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト29参照 

1/10,000  
  及び 
1/5,000  

1997年 
 
 
 

 調査対象範囲 
 をカバー 
  
  

有 
 
 
 

 ・クロッキーと呼ばれている（※） 
 ・標高データ（Ｚ値）無い 
 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト30参照 

1/50,000  
  
  
  

1993年 
 
 
 

 調査対象範囲 
 をカバー 
  
  

無 
 
 
 

 ・�%�%�については、1996年に 
  -
#%��している。 
 ・サンプル図有り 
 ・収集資料リスト31参照 

 
（※）クロッキーとは 

   クロッキーとは、��*G�('*37が作成している地形図で、位置的情報・位置的整合をも

たない地図である。一般の地形図と比較して短期間かつ低コスト作成することができるた

め、アフリカ等の開発途上国において広く活用されている。 
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５－３ 数値地図整備状況 

 本事前調査において入手できた数値地図情報の詳細は、次のとおりである。 

 (1）施設陸運省測量局 

・ 表５－２（前掲）に示したとおり、1995年に�'��-�の一環で作成した1/2,000のデジタ

ルデータが存在する。 

  ・このデータは、1992年の空中写真をもとに1995年に作成されたものであり、データ形式

は�N�形式である。 

  ・さらに世銀の援助で1997年に撮影された空中写真（縮尺1/20,000）をもとに作成された

1/5,000及び1/10,000のデジタルデータが存在する（クロッキー）。 

  ・このデータは、位置的精度を持たないデータなので、地形図などは整合しないデータで

あるが、本調査対象地域をすべてカバーしている。 

・ データ形式については、�N�形式である。 

 

 (2）都市計画居住省都市計画建築局 

  ・1997年に撮影した空中写真（縮尺1/20,000）を用いて作成したクロッキーデータを所有

している。 

・ これは、施設陸運省測量局で所有しているクロッキーデータと同じものである。 

 

 (3）上水販売会社（��7） 

  ・ダカール州全域の上水に関するデジタルデータを所有している。 

  ・データ情報としては、管径、管の材質などが把握できるデータである。 

  ・入力に使用した基図は、土地台帳局から入手した図面で、縮尺は1/500、1/1,000のもの

を使用している。 

  ・座標系は相対座標を採用（Ｚ値なし）し、かつ地域ごとに作成されている。 

  ・データ形式は�N�ファイルであり、����	���%��	�を使用している。 

・ 水道管*��K	��に関しては、����	���%��	�の��*ファイルを採用している。 

 

 (4）電力公社（�7*7073） 

  ・部分ごとにデジタルデータ化したものが存在（2,000!%）するが、基本的にはまだ台帳の

ままである。 

  ・データ形式は�N�ファイル形式で'"�	3'�を用いて作成されている。 

  ・使用している台帳は約40年前に作成されたものである。 

  ・台帳は地区ごとに整備されているが、地区というのは行政界とは一切関係ない。 
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  ・ダカール市では1/1,000、その他の地域では1/2,000で整備されている。 

・ 今後、電線網などのデジタルデータ化を図る計画が予定されている。 

 

 (5）経済財務計画省国土整備局 

  ・ダカール市、ピキン市、ギジャワエ市、ルフィスク市において3	��"����#M%��	�#��������

ごとの行政界データを整備している。 

  ・このデータ形式は�N�形式で、�'�'�を用いて作成されている。 

  ・その他、災害時における簡単なシミュレーション解析を実施している。 

 

 以上の調査結果から地形図データに関しては、1995年に作成された1/2,000デジタルデータを

本調査のなかで活用することが可能であると考えられる。しかし、このデータは1992年の空中

写真をもとに作成されているので、土地利用変化の著しい地域では、やはり新規に1997年の空

中写真から地形図データを作成する必要がある。 

 上水網データについては、上水販売会社（��7）においてダカール州全域を整備しているの

で、���構築の際にこのデータが必要である場合は、かなり有効となるデータであると考えられ

る。ただ、作成されているデータは、相対座標を用いているので、実際このデータを活用する

際には、本調査で採用する座標系に変換する必要がある。 

 行政界データについては、本調査対象地域全域をカバーするデータが3	��"���� #M%��	�#��������

ごとに経済財務計画省国土整備局により整備されている。したがって、���を構築する際の行政

界データは、このデータを活用することが望ましいと考えられる。経済財務計画省国土整備局

では、�'�'�という���ソフトウェアを使用しており、そのため�N�ファイル形式や'(3O�*�+

形式等のデータに変換することが可能である。 

 

５－４ ���整備状況 

 ５－４－１ 利用目的 

 都市計画居住省都市計画建築局においてヒアリングした���の利用目的は次のとおりであ

る。 

  (1）地形図などの情報がばらばらで管理されていないため、���P用いて地形図データの管

理をしたい。 

  (2）都市計画の分野では、開発計画を立案する際、様々なデータや情報が散乱しているの

で、���を用いてそれらの情報を管理したい。 

  (3）道路、上下水、電気、住宅等の情報を管理するための基図が必要となるため、その基

図を���上で作成したい。 
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  (4）国土整備をするために���を活用したい。特に不法占拠された地域の再編成や不法建築

の管理のために���を活用したい。 

 

 ５－４－２ 機器構成（ハード、ソフト） 

  ここでは、施設陸運省測量局、都市計画居住省都市計画建築省、上水販売会社、経済財務

計画省国土整備局で使用している���整備状況及び関連機器のハードウェア及びソフトウェ

アについて述べる。 

  (1）施設陸運省測量局 

   ① ハードウェア 

・コンピュータ本体    3�- 486�N2 66�9B 

・('�          32�8 

・ハードディスク     32�8 

・モニター        14インチ 

・�0'*��' ��2      解析図化機 

・(+0'*��(7/+(�     地図印刷機器 

・(,+8��500*G*�     地図印刷機器 

・'�'� ��'N��'���115   地図印刷切断機 

   ② ソフトウェア 

・
��#	K� 3.1 

・3'��'�（3%�&�.����）   解析図化機から�3用のデータ変換・作成に利用 

・�7+�3+*37�  3.0    ���ソフトウェア（��*G�('*37） 

 

  (2）都市計画居住省都市計画建築省 

   ① ハードウェア 

・コンピュータ本体    3�- 486�N2 130�9B 

・('��          540�8 

・ハードディスク     1�8 

・モニター        14インチ 

・プロッター       9���7���*27  750C（Q0対応） 

・デジタイザー     +37��('�9�3�（Q0対応） 

   ② ソフトウェア 

・
��#	K� 95 

・�7+�3+*37�  3.0    ���ソフトウェア（��*G�('*37） 
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  (3）上水販売会社 

   ① ハードウェア 

・コンピュータ本体    3�-������"��166�9B 

・('�          32�8 

・ハードディスク     1�8�

・モニター        21インチのダブルモニター 

・�+          230�8 

・プロッター       9���7���*27  750C（Q0対応） 

・デジタイザー     +37��('�9�3�（Q0対応） 

   ② ソフトウェア 

・
��#	K�  3.1 

・����	���%��	�      ���ソフトウェア 

 

  (4）経済財務計画省国土整備局 

   ① ハードウェア 

・コンピュータ本体    3�- �����"� 133�9B 

・('�          32�8 

・ハードディスク     1�8 

・モニター        14インチ 

・�+          230�8 

・プロッター       9���7���*27  750C（Q0対応） 

   ② ソフトウェア 

・
��#	K�  95 

・�'�'� 4.1       ���ソフトウェア（カナダ製） 

 

 この調査結果から、本調査のカウンターパート先である施設陸運省測量局及び都市計画居

住省都市計画建築局におけるハードウェア整備状況に着目すると、コンピュータ処理速度、

メモリー及びハードディスクの容量等の面からみても、���を運用するには不十分な装備であ

る。実際、���を運用する際には、3�-は �����"�以上、メモリーは256�8以上、ハードディ

スク容量は８�8以上が望ましいと考えられる。 
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５－５ 機材調達 

 ５－５－１ コンピュータ及び周辺機器 

 本事前調査で確認したコンピュータ及び周辺機器（プリンター、プロッター等）の調達が

可能な代理店は表５－３のとおりである。ただし、どの代理店も注文してから機材が届くま

でに約１か月はかかる。その場ですぐ機材が調達できるわけではない。 

 

 

表５－３ コンピュータ機器が調達可能な代理店 

社名 住所 電話 �'N�

� 8-9'*�R�

�  7���7�(7�

 1, �&%���/%���&�8�119 
 �'/'(6��7*7�'0 

221-823-3941 
 

221-823-7118 
 

� 8� ��

� �

� �

 ("����&�I��%"���N�("��
� �	"������	
�8	�����	��%&� 
 STU��'/'(6��7*7�'0 

221-823-5959 
 

 

221-823-6814 
 

 

� (�%&��%��	���

�  �&��%��H"���

� ������%��	�%&���

� G�����%&�

 39, '1A���	������	�
�#	" 
 �'/'(6��7*7�'0�
 
 

221-822-2248 
 
 

 

221-822-5178 
 
 

 

 

 8-9'*�R� 7���7�(7社では、主に�700製品を取り扱っている。また、ここではプリンター

機器、コピー機器及びソフトウェア（
��#	K�V+�����等）等を入手することが可能である。

収集資料リスト36には、�700コンピュータ及びプリンターに関する見積りを示す。 

 8� �社では、主にコンパック製品を取り扱っているが、その他に東芝製のコンピュータを

入手することも可能である。ここで入手できる最新コンピュータの諸元は次のとおりである。 

・3�-          �����"� Ⅱ  450�9B 

・メモリー       128�8 （拡張可） 

・ハードディスク    ８�8 

・.������1�� � � � � � � １�8 

・�W�(3�G(+�) 

・�'N��	#�� 

・
��#	K� 98 

・価格は1,848,550 �3�'（税込）、1,680,500 �3�'（免税）である。 

 ( �社は、9�製品を主に取り扱っており、ここもまたプロッターやプリンターも入手できる。 

 以上のことから、この３社を比較すると���関係の機材を調達する場合は、8-9'*� R�

 7���7�(7Xもしくは8� �社から購入するのが望ましいと考えられる。この２社では、最新機
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器やソフトウェアを購入することが可能である。また、機材購入後のメンテナンスがしっか

りしていると思われる。 

 

 ５－５－２ 車両（レンタカー）、携帯電話等 

 本事前調査において現地での車両（レンタカー）及び携帯電話の使用料金を調査した。 

  (1）車両（レンタカー） 

    車両については、ダカール市にある97( �レンタカーで４
�を借りることができる。

また、2�3'で借りる場合には、すべての車両に対して割引価格が設定されている。 

・３か月未満の場合        15％割引 

・３か月以上６ヶ月未満の場合   20％割引 

・６か月以上           25％割引 

 料金は、車両により異なる。詳細な料金は収集資料リスト35に示すとおりである。た

だ、車両代については運転手の日当は含まれていないので、実際使用する場合は、運転

手に対して日当を払う必要がある。支払う日当は次のとおりである。 

・ダカール市内の場合       5,000�3�'／日 

・ダカール市外の場合       7,000�3�'／日 

 

  (2）携帯電話 

    携帯電話については、ダカール市内にてレンタルすることが可能である。基本料金、

通話料金等は次のとおりである。 

・１か月当たりの基本料金     30,000�3�' 

・１分当たりの通話料金      240�3�'（8:00～20:00） 

                 120�3�'（20:00～8:00） 
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